
えびの市教育研究センター
Ⅰ 研究主題と副題 ８－１

Ⅱ 主題設定の理由 ８－１

Ⅲ 研究目標 ８－１

Ⅳ 研究仮説 ８－２

Ⅴ 研究構想図 ８－２

Ⅵ 研究内容 ８－２

１ 理論研究 ８－２

(1) 本研究における基本的な考え方 ８－２

ア 「読解力」及び「読解のプロセス」の定義 ８－２

イ 「習得・活用・探究」の学習の流れについて ８－３

ウ 「言語活動」の充実について ８－３

(2) 「活用」型学習の授業モデル作成 ８－４

ア 「活用」型学習の授業モデル ８－４

イ 各教科における「活用」型学習の授業モデル ８－５

２ 実践研究 ８－６

(1) 小学校第２学年・国語科の実践例 ８－６

ア 学習計画 ８－６

イ 授業の考察 ８－７

(ｱ) 習得したことを活用させる効果的な学習指導について ８－７

(ｲ) 思考力・判断力・表現力を育む言語活動について ８－７

(2) 中学校第３学年・数学科の実践例 ８－８

ア 学習計画 ８－８

イ 授業の考察 ８－９

(ｱ) 読解のプロセスを基盤にした「活用」型の学習指導について ８－９

(ｲ) 思考力・判断力・表現力を育む言語活動について ８－９

Ⅶ 成果と課題 ８－１０

１ 「活用」型学習に関するアンケート結果 ８－１０

２ 成果 ８－１０

３ 課題 ８－１０

◇ 引用・参考文献

◇ 研究同人



８－ 1

I 研究主題と副題

Ⅱ 主題設定の理由

○ 平成２０年に告示された学習指導要領は、「生きる力」を育む理念を実現させるための具体的

な手立てを確立することが、改訂の重要なポイントとなっている。その改訂の基本的な考えの一

つに、「『確かな学力』の確立については基礎的・基本的な知識・技能の習得と思考力・判断力・

表現力等の育成のバランスを重視する」ことが挙げられている。「バランスを重視する」とはつ

まり、「基礎的・基本的な知識・技能の習得」と「思考力・判断力・表現力」の両方を押さえつ

つ、重心はやや後者の方に置くことが必要ということである。また、「思考力・判断力・表現力」

を身に付けることで「読解力」が向上すると考えられている。そこで学習指導要領では、それを

実現するための指導法の工夫を内容に盛り込んでいる。それが「習得」と「探究」の間をつなぐ

「活用」型の学習であり、各教科の発展の場面で行うことが「読解力」の向上を図り、「確かな

学力」を身に付けることにつながるものと考えられている。

○ えびの市では、平成２１年度から小中一貫教育を全小中学校でスタートさせ、「一貫性・系統

性」のある継続的な指導を行うことや、「えびの学」「英会話科・英語表現科」など、本市独自の

教育を実践することで、徹底した学力の向上と地域に貢献する人材の育成を目指している。本市

における児童生徒の学力の実態を、平成２４年度みやざき小中学校学力・意識調査において考

察した結果、全体的に「活用」を問う問題の達成率が低いことが分かった。また、各教科におい

ては、情報を正確に読み取り、思考・判断する「読解力」、根拠を明らかにして自分の考えをま

とめて論述するといった「言語活動」の事項に課題が見られることが分かった。同時に、語彙力

が少ない、情報の取り出しが十分ではない、計算処理ができないなどの「習得」に関わる問題も

明らかになった。このことから、本市の児童生徒には、「習得」した内容を生かし、「活用する力」

を育て、「読解力」を向上させるための指導が必要であると考える。

○ えびの市教育研究センターでは、一昨年度より小中一貫教育における読解力の向上に関する

研究に取り組んできた。昨年度は、国語科を中心とした「読解のプロセス」を基盤にした問題解

決的な学習指導法の工夫改善について研究してきた。

本年度は、児童生徒の実態を踏まえ、昨年度の研究を発展させ、研究領域を各教科へと広げ、

「読解力」の向上について小中一貫した学習指導法の研究を進めていくこととした。

理論研究班では、各教科において「読解のプロセス」を基盤にした「活用」型の学習はどうあ

ればよいか研究していくとともに、「活用」型の学習を取り入れた授業モデルを構築していく。

授業実践班では、各教科の指導において、理論研究班の研究に基づいた授業改善の視点を設

け、その視点に沿った「活用」型の授業研究会を実施することで研究の検証を図っていく。

このような研究が、小中学校における「活用」型の授業の実現と、児童生徒の「読解力」の向

上、ひいては「確かな学力」の育成につながると考え、本主題及び副題を設定した。

Ⅲ 研究目標

１ 児童生徒の「読解力」の向上のために、各教科の特性を生かした「活用」型の学習を取り入

れた授業の在り方を探る。

２ 小中学校全体の授業力向上のために、「読解のプロセス」を基盤にした「活用」型の学習の授

業実践を行い、授業研究会を通して成果を広める。

「読解力」の向上を目指した児童生徒の育成

～「読解のプロセス」を基盤にした「活用」型の学習指導の工夫改善を通して～



 
 

・ 教育関係法令 
・ 学習指導要領 

 【えびの市一貫教育】 
徹 底 し た 学 力 向 上 
地域に貢献する人材の育成 

 ・児童生徒の願い 
・保 護 者 の 願 い 
・教 師 の 願 い 
・地 域 の 願 い  

 
  【めざす児童生徒像】 

 「確かな学力」を身に付けた児童生徒 
 

 
 【研究主題及び副題】 

 「 読 解 力 」 の 向 上 を 目 指 し た 児 童 生 徒 の 育 成  
 ～「読解のプロセス」を基盤にした「活用」型の学習指導の工夫改善を通して～ 

 
                                 【研究の目標】 
 １ 児童生徒の「読解力」の向上のために、各教科の特性を生かした「活用」型の学習を取 
  り入れた授業モデルの在り方を探る。 
 ２ 小中学校全体の授業力向上のために、「読解のプロセス」を基盤にした「活用」型の学 
  習の授業実践を行い、授業研究会を通して成果を広める。 

 
 

 【研究の仮説１】 
  「読解のプロセス」を基盤にした「活用」 
 型の学習の在り方を研究し、「活用」型学 
 習の授業モデルを構築すれば、児童生徒の 
 「読解力」の向上を図ることができるであ 
 ろう。 

  【研究の仮説２】 
  各教科における「活用」型の学習の授業 
 実践を行い、授業研究会を公開していくこ 
 とで、教員の授業力が向上するであろう。 

 
 

 【研究内容・理論研究班】 
 （１）本研究における基本的な考え方 
 （２）「活用」型学習の授業モデル作成 

         【研究内容・授業実践班】 
 （１）「活用」型学習の学習指導案形式検討 

 （２）各教科における検証授業 
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Ⅳ 研究仮説

１ 「読解のプロセス」を基盤にした「活用」型の学習の在り方を研究し、「活用」型学習の授業

モデルを構築すれば、児童生徒の「読解力」の向上を図ることができるであろう。

２ 各教科における「活用」型の学習の授業実践を行い、授業研究会を公開していくことで、教

員の授業力が向上するであろう。

Ⅴ 研究構想図

Ⅵ 研究内容

１ 理論研究

(1) 本研究における基本的な考え方

ア 「読解力」及び「読解のプロセス」の定義

「読解力」及び「読解のプロセス」を下図のように定義付け、「読解のプロセス」を基盤

にした「読解力」向上のために、「活用」型の学習をどのように取り入れていけばよいかに

ついて研究を進めていくこととした。
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イ 「習得・活用・探究」の学習の流れについて

今までの学習活動では、基礎的・基本的な知識や技能を「習得」したあと、それらを使って総合

的な学習の時間等に問題解決的な学習や「探究」活動を行おうとしてきたが、「習得」したことを

どう「活用」すればよいか分からないなどの課題があがってきた。

そこで、「習得」と「探究」の間に「活用」の学習活動を取り入れることを考えた。「活用」と

は、「習得」した知識や技能を、他の問題に応用したり、異なる文脈に適用したりする営みのこと

である。そういった「活用」を「習得」と「探究」の両者の間に位置付けることで、「習得」→

「活用」→「探究」といった学習の流れが実現し、主体的に問題を解決する「生きる力」が育成

されるのではないかと考えた。

学習指導要領でも、子どもたちの現状をふまえ、「生きる力」を育むという理念のもと、知識や

技能の「習得」とともに「思考力・判断力・

表現力」等の育成を重視し、右のような学力

の重要な三要素が改めて明示された。この三

要素を培うためにも「習得・活用・探究」の

学習の流れを展開させていく必要がある。し

かし、これらの学習活動は相互に関連し合っ

ており、決して一つの方向で進むだけではな

いことにも留意すべきである。

これらの考え方から、昨年度までに研究した「読解のプロセス」を基盤にした問題解決的な学習

指導過程をより効果的に進めるために、「習得・活用・探究」の学習活動の類型の中でも特に、

「活用」を意図的に位置付けることにし、それを「活用」型学習と定義し、「読解力」の向上を図

ることにした。

ウ 「言語活動」の充実について

学習指導要領では、指導計画の作成において、「言語に関する関心や理解を高め、言語に関する

能力の育成を図る上で必要な言語環境を整え、児童生徒の言語活動を充実させること」が配慮すべ

き事項として挙げられている。

そこで、「言語活動」を「習得」→「活用」→「探究」の学習の流れの中で充実させることが、「思

考力・判断力・表現力」の向上につながると考えた。その中でも、特に「活用」を図る学習活動で

は、観察・実験を通して、その結果をもとにレポートを作成する、文章や資料を読んだ上で知識や

経験に照らして自分の考えをまとめて論述するといった「言語活動」が中心になってくる。

そこで、学習の流れの中でも特に「活用」の中で言語活動を充実させることを目指し、「読解力」

の向上を図っていくこととした。

「習得」 「活用」 「探究」
身に付けるべき基礎的・ 習得した知識・技能の活 さらなる課題を見いだし、

基本的な知識・技能を確実 用場面を設け、他の問題に 体験学習や調べ学習通して

に身に付けさせること。 応用したり、異なる文脈に 考えをまとめていくこと。

適用したりすること。

「言語活動」の充実
児童生徒の思考力・判断力・表現力を育むために、言語に対する関心や理解を深め、言語に関する

能力の育成を図る上で必要な言語環境を整え、児童生徒の言語活動を充実すること。特に本研究では、

授業の「活用」段階で、音読・暗唱・対話・発表・記録・要約・説明・論述などの言語活動を意図的に

入れていくこととする。

【研究内容の全体図】

【学力の重要な三要素】

ア 基礎的・基本的な知識及び技能の確実な

習得

イ 習得したことを活用して課題を解決する

ために必要な思考力・判断力・表現力その

他の能力を育むこと

ウ 学習に主体的に取り組む態度を養うこと

～文部科学省～

「読解力」の向上
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(2) 「活用」型学習の授業モデル作成

ア 「活用」型学習の授業モデル

「活用」型学習を実践するにあたり、授業モデルを作成した。作成の際には、「読解のプロセス」

を意識し、「習得」の過程をおさえた「活用」型学習の流れとなるように留意した。また、学習の

流れは、一単位時間及び一単元の流れ、両方で共有することとした。さらに、「活用」型学習にお

いては、「習得」→「活用」の流れを基本とするが、教科、教材の特性、発達段階に応じて、一つ

の方向に進むものとは限らないことを共通理解した。

「活用」型学習の流れ 「読解力」育成のための指導上の留意点

○ 問題の内容や状況を正しくつかませる。

習得 ○ これまでの学習と関連付けて、読み取ら

せる。

教科の基礎となる学力を育 ○ テキストを読み取る場の設定をする。

てる学習 ○ テキストを読むときの視点を与える。

○ 教科書や資料などの情報を ○ 問題解決に向けて、見通しをもたせる。

論理的に読み解くリテラシー ○ 学習問題や答えに対する予想を書かせる。

の基礎学習 ○ 分かっていることや求めていることを明

確にさせる。

教科学習の基本となる学力 ○ 解法の見通しをもたせる。

を育てる学習 ○ 根拠を明らかにして、筋道を立てて体系

○ 言語や非言語情報等のテキ 的に自分の考えを表現できるようにする。

スト・メッセージや資料・デ ○ 自分の考えと他の考え方を比べて見直させる。

ータ等の情報の概念・法則・ ○ 自分の考えを整理し、よりよい考え方や

意図・メカニズムなどを的確 答えであるか確かめさせる。

に解釈し、判断・評価・批評 ○ 本時の学習の基本的な事項については、

する方法を学ぶ学習 児童生徒と対話したり、教材提示を工夫し

たりして、理解の確認を図る。

○ 習得した内容から、新たな課題に気付か

活用 せたり、習得した内容を活用したりする課
題をねらいに沿って与える。

自分の考えや意見をもつ・論 ○ 解決の課題にあたっては、対話・発表・

理的に表現する型を育てる学 記録・要約・説明・論述などの「言語活動」

習 を必ず取り入れる。

○ 習得した内容の価値や学び ○ 小グループで協力して問題解決する場を

方を、自分の立場から論理的 設定し、コミュニケーションを促す。

に判断・再構築する学習 ○ 本時の学習を振り返り、まとめさせる。

話す力・書く力・論理的に ○ 自分の考えと他者の考えを比べるなど、

伝え合う力を育てる学習 多様な考えについて、気付いたことを書か

○ 自分の考えを目的や相手・ せる。

場面に応じて、的確に報告・説 ○ 自己評価で、分かったこと、分からなか

明・分析・評価・交流する学習 ったことをはっきりさせる。

【「活用」型学習の授業モデル・基本型】
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学習の流れ 

中学校 理科 １年 
２章「いろいろな気体とその性質」 全５時間 

 
＜章の目標＞ 
 気体を発生させてその性質を調べる実験を行い、気体の種類による特
性を見いだすとともに、気体を発生させる方法や補集方法などの技術を
身に付けさせる。 
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１気体はどのようにして区別できるのだろうか（３時間） 
（１）身のまわりの気体について思い出す。 
  (例) 酸素、二酸化炭素・・・ 
（２）空気にふくまれる気体について理解する。 
（３）気体の集め方について理解する 
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実験３ 「酸素と二酸化炭素を発生させて、その性質を調べよう」 

（１）実験の予想を書く。 

（２）気体の発生させ方、捕集方法、性質の調べ方を復習する。 

（３）実験３を行い、異なる方法で発生させた同じ気体の性質に違いが

あるかどうかを考える。 

 (例)＜酸素の発生＞ 

   ・二酸化マンガンにうすい過酸化水素水を加える。 

   ・過炭酸ナトリウムに約６０℃の湯を加える。 
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（４）酸素、二酸化炭素の性質を理解する。 

（５）アンモニア、水素、窒素の発生方法、捕集方法、性質について演

示実験を見ながら理解する。 
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２身のまわりのものから発生した気体を区別しよう（２時間） 

（１）身のまわりのものからも気体が発生することに気づく。 

  (例) 発砲入浴剤、炭酸水、入れ歯洗浄剤 

（２）各気体の性質から、気体が特定できる調べ方を話し合う。 

 ○ 発生した気体をどのようにして集めたらよいのだろうか。 

  (例) 水上置換法、下方置換法、上方置換法 

 ○ 捕集した気体が何かを特定するためには、どうやって調べればよ

いのだろうか。 

  (例) マッチの火を近づける。火のついた線香を入れる。石灰水を

入れて振る。 

（３）実験４を行う計画書を班ごとに書く。 

 

実験４ 「発生した気体は何かを調べよう」 

（１）実験４を行い、発生した気体を実験で調べる。 

（２）結果から、どんな気体が発生したか考える。 

（３）実験４で発生した気体を、班ごとに発表させる。 

  (例) 「●班です。△△の実験を行ったら、○○という結果が出ま

した。よって発生した気体は□□です。」 

（４）本時、章の学習をふりかえる。 
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イ 各教科における「活用」型学習の授業モデル

「活用」型学習の授業の基本モデルを作成し、各教科で具体的にどのような学習の流れになるか

を検討し、各教科における授業モデルの作成を行った。

その際、特に各教科において中心となる「習得」、「活用」の学習活動、具体的な「言語活動」は

どういったものになるのか例を挙げ、それをもとに各教科における授業モデルを作成していった。

【「習得」・「活用」の具体的な学習例】

【社会科の１単位時間における授業モデル例】 【理科の１単元における授業モデル例】
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２ 実践研究

理論研究班の研究に基づいて、小学校第２学年国語科と中学校第３学年数学科において、「活用」

型学習の検証授業を行った。

(1) 小学校第２学年・国語科の実践例

ア 学習計画

【単元名】どうぶつのひみつをみんなでさぐろう「ビーバーの大工事」

【本時の目標】

○ クイズの内容や出題の仕方、答えの作り方を知り、例文をもとにクイズを作ることができる。

【｢活用｣型学習の設定の工夫】

○ 内容

教師の提示した例文をもとに全体でクイズの作り方を学習する。そして、その手順に従い、

最初の例文より少し文量の多い別の例文を使って、個人でクイズ作りを行う。

○ 設定理由

教材文「ビーバーの大工事」では、大事な言葉に気を付けて正しく読み取ることを学習する。

その学習で習得した力を生かしてクイズ作りを行うことで、多くの情報を集め、選択する力の

基礎を養う。教材文の学習で習得した力をクイズ作りで活用するためには、クイズの作り方そ

のものを知らなければならない。「習得」と「活用」のつなぎの時間が必要となる。そこで、

クイズの作り方を学習する時間を設定することで、活用の時間の活動がスムーズに行えるよう

にした。

○ 指導の工夫

単元の導入で、教材文の学習で身に付けた力を生かして、単元末にクイズ作りをすることを

伝え、本教材を学習する目的意識や学習意欲を高めた。また、教材文の読み取りの段階から、

大事な言葉に目を向けさせるために、サイドラインを引かせる方法を取り入れながら学習を進

めた。教材文以外の文章を用いてクイズ作りを行う本時においても、同じ方法で学習を進める

ようにした。また、文例を示したり、教科書にある手引きを活用したりすることで、クイズ作

りのヒントとなるようにした。

【「活用」型学習における言語活動の充実】

例文を読んで、「はじめて知ったこと」や「驚いたこと」にサイドラインを引き、それを基にク

イズやその答えを作り、発表する。

【指導過程】（１時間）

段
学習活動及び学習内容

指導上の留意点

階 ○習習得に関すること・○活活用に関すること

つ １ 教師の出したクイズに答える。 ○ 既存の知識で作ったクイズではすぐに答えが分

か かりおもしろくないことを確認し、本時の学習へ

む の意欲付けを図る。

見
２ 本時のめあてを確認する。 ○ 自分たちが作るのは「どうぶつのひみつクイズ」

通
であることを確認し、意識を高める。

す

３ クイズの内容について考える。 ○習 サイドラインを引いたところを問う問題を手引

４ 例文をもとにクイズを作る。 きや「クイズカード」を参考に考えさせる。

○活 「ビーバーの大工事」の学習のときのように、

５ 答えを考える。 大事な言葉を意識させるためにサイドラインを引

かせる。

６ 本時の学習を生かしてもう一つの例 ○活 本時学習した内容が定着するように、自分で問

文を使ってクイズを作る。 題作りにチャレンジさせる。

○ 例文は事前に配付、音読させておく。

７ 本時のまとめをする。 ○ 振り返りカードに、本時の学習で分かったこと

や感想などを書くことで学習のまとめとする。

「どうぶつのひみつクイズ」の作り

方を知ろう。

調
べ
る･

深
め
る
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イ 授業の考察

(ｱ) 習得したことを活用させる効果的な学習指導について

○ 教材文の学習の段階から、「学習問題に関

係ある大事な言葉にサイドラインを引き、ま

とめる」という手順で学習を進めてきたこと

で、本時もその手順で大事な言葉に目を向け

ながら必要な情報を取り出し、クイズやその

答えを作ることができた。

○ 本時は、全体でクイズの作り方を学習した

後に、クイズ作りの練習をしたことで、最初 【サイドラインを引く児童の様子】

はクイズが作れなかった児童も、練習を通してクイズや答えの作り方を身に付け、完成させる

ことができた。

【練習の時間】

○ 本時の学習でクイズの作り方を学んだことで、実

際の「クイズ作り」や「クイズ大会」では、主体的に

活動を進め、すべての児童が自分の興味をもった動物

のクイズを作ったり、友達のクイズに答えたりするこ

とができた。

【クイズを作っている児童の様子】

↑【友達のクイズに答えたもの】

←【児童が作ったクイズ】

(ｲ) 思考力・判断力・表現力を育む言語活動について

○ 児童が意欲をもって取り組める「クイズ作り」や「クイズ大会」

を言語活動として取り入れたことで、普段なかなか文章をしっ

かり読もうとしない児童が、何度も何度も文章を読み返し、ど

こが大事な言葉になるのかを考えながら、クイズやその答えを

作ることができた。
【振り返りカード】

ク
イ
ズ
作
り
の
手
順
を
学
ぶ

作
っ
た
ク
イ
ズ
を
出
し
合
う

全体 個人（Ａくん） 全体

抜
き
出
し
た
け
ど
、

ど
う
表
現
す
れ
ば
い

い
の
だ
ろ
う
？

作
っ
て
み
よ
う
！

分
か
っ
た
ぞ
！

で
き
た
ぞ
！

個人（Ａくん）
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(2) 中学校第３学年・数学科の実践例

ア 学習計画

【単元名】 図形と相似

【本時の目標】

○ 相似な図形の面積の比について理解し、それを確かめるとともに、具体的な場面で活用するこ

とができる。

【「活用」型学習の設定の工夫】

○ 内容

コピーをする際の「拡大」に着目し、相似比と面積の比について学習した上で、再度考察し、

今後の日常生活において、習得したものをより実生活で活用できるようにする。

○ 設定理由

実生活において、コピー機やコンピュータによって文字や図の拡大・縮小という場面に数多く

触れており、相似の概念は比較的身近なものであるといえる。しかし、既習事項を活かし、日常

の事象を解決しようとする意識は低い。数学での既習事項が、日常の様々な場面で活かされるこ

とを実感させることで、今後の数学に対する興味・関心の向上につながると考え、本学習を設定

した。

○ 指導の工夫

単元を通して、習得すべきことを習得させるために、授業でパワーポイントを用いて、視覚的

な理解を図った。本時では、習得のために図形のしきつめ作業など数学的な活動を取り入れるこ

とにより習得事項の定着を図った。

【「活用」型学習における言語活動の充実】

グループでの話合いは、個人での考えをもった後に行い、自由に発言してもよいということにし

た。ペアでの話合いは、近くの生徒と話し合い、解決していくという方法で実施した。活用段階での

言語活動では、個人からグループで考えを深め、それをワークシートに記述し、口頭で自分の考え

を他者に伝えるという活動を取り入れた。

【指導過程】（１時間）

段
学習活動及び学習内容

指導上の留意点
階 ○習習得に関すること・○活活用に関すること

１ コピー機での拡大写真を見る。 ○ 具体的な課題を解決す

つ るという見通しをもてる

か ように指導する。

む

見 ２ 本時の学習課題を確認する。 ○ 学習意欲喚起のため、学習課題の掲示を工夫する。

通
面積を２倍にコピーするとき、

す
何倍でコピーすればよいだろうか。

調 ３ 課題を把握し、解決への見通しをも ○ 課題に対して抵抗感をなくすため、スクリーン上で

べ つ。 画像を用いて課題を説明する。

る ① 相似比が１：２の図形を用いて、 ○ 証明に対する抵抗感をなくすために、穴埋め式のワ

・ 図形をしきつめる作業をする。 ークシートを用いる。



ひ
ろ
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る
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ま
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深 ② 相似比が１：３の図形を用いて、 ○ 一般化された式を考察し、他の図形でも成り立つこ

め 図形をしきつめる作業をする。 とを確認する。

る ４ 一般化し、証明をする。

５ 相似な図形の面積比についてまとめる。 ○習 習得事項の定着を図るために、確認をしっかり行う。

６ コピーの拡大について、考察する。 ○活 既習事項を基にして考察するよう指導する。

① ２００％にしてコピーしたときは、○活 他者との話合い活動を通して、自分の考えを深める

何が起こったのだろう？ よう指導する。

② では、どうすれば、面積２倍のコ

ピーをすることができたのだろうか？

イ 授業の考察

(ｱ) 読解のプロセスを基盤にした「活用」型の学習指導につ

いて

○ 習得すべき事項を習得する際、相似な図形のしきつめ

など具体的な作業を通して習得事項の確実な定着を図った。

数学的な活動を取り入れることにより、生徒の意欲向

上や理解力の向上が見られた。

○ 活用する段階では、授業の最初に問題提起をし、その 【図形をしきつめる生徒の様子】

一単位時間に学習した既習事項を生かし、終末段階

で解決するというスタイルで実施した。

習得事項をしっかり身に付けなければならないと

いう生徒の意識高揚や姿勢が見られた。

○ 問題提起の際など、パワーポイントを用いて説明

することによって、生徒の興味関心が高まり、課題

をスムーズに把握し、視覚的に理解するということ

ができた。

(ｲ) 思考力・判断力・表現力を育む言語活動について

○ 表現力を育む言語活動として、ワークシートに自

分の考えを、絵や図、数式、言葉などの様々なツー

ルを用いて、書くことを目標として活動した。どの

ような形であれ、自分の考えをまとめ記述するとい

う約束で活動を進めた。
【生徒のワークシート】

そして、後半のグループ活動では、自由に発言しても

よい状況で、自分の考えをもとに、それぞれが話合いを

積極的に進めていくことができた。

○ 自分の考えを口頭で他者に伝える場面として、全体の

場で考えを伝えるという説明の場を設けた。

より多くの生徒がこのような説明する場を経験し、言

語活動の充実を図る必要がある。

【話合いの様子】
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Ⅶ 成果と課題

１ 「活用」型学習に関するアンケート結果

授業研究会を実施し、研究内容についての情報公開を行った。その後、授業研究会に参加する

前と後で、教員の「活用」型学習に関する意識がどのように変容したのかアンケートを実施した。

その結果、右下のグラフのとおり、授業研究会後「活用」を意識した授業を「いつも心がけるよ

うになった」という教員が２６％から４７％に増加し、「ときどき心がけている」という教員を合

わせると、ほぼ全員が「活用」を意

識した授業づくりをするようになっ

たという成果が見られた。また、言

語活動の充実に関しても、ペアやグ

ループでの話合いや論述などの表現

による言語活動を授業の中で実践す

るようになった教員が大幅に増えた

ことが分かった。

２ 成果

○ ４教科の授業モデルを作ったことで「活用」型の学習を教科や学習内容の特性に応じて柔軟

に取り入れられることが分かり、無理せず「活用」を意識した授業が展開できるようになった。

○ 身に付けた知識・技能を生かす場を設定し、「活用」型の授業を工夫していったことで、改め

て基礎・基本に立ち返ることができ、定着を図ることができた。

○ 他校種、他教科での「活用」型学習の授業の中で、児童生徒が意欲的に取り組んでいる姿が

見られたことで、教師の「活用」型学習への意識が高まり、確かな理論の裏付けや再構築を図

ることができた。

３ 課題

○ 一単元、一単位時間の中でどのように授業を構成していけばよいか、単元計画、板書計画、

ノート指導等の在り方を考えていくことや、教科や単元の特性によって、授業モデルをさらに

工夫改善していく必要がある。

○ えびの市教育研究センターで研究実践したことを、各学校において検証する機会を設けるた

めにも、効果的な情報発信の在り方を探っていく必要がある。
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